
国民一人ひとりの気づきと見守りを促す 

 
富山市メンタルヘルスサポート協力店事業【富山県富山市】 

（実施主体）富山県富山市 （基金事業メニュー）強化モデル事業 
（実施期間）平成 22年度～24年度 （実績見込額）平成 23年度 281千円 
 
〔事業の背景・必要性・目的〕 

自殺は「追い込まれた末の死」であるとされており、悩みを早い段階で解決に結び付けていくこ
とが必要である。そのため、地域でのゲートキーパーを多く養成することは重要である。理容院・
美容院は、多くの市民が、定期的に利用し、利用者の表情等の変化に気づく親密度や会話があり、
利用することそのものにリフレッシュ感やリラクゼーション感を感じられる場であることから、メ
ンタルヘルスサポート協力店として登録していただくことで、地域でのゲートキーパーとしての役
割を担っていただき、自殺対策を推進することを目的とした。 

 
〔事業の内容〕 
① 養成講習会 

講習内容、参加状況については、次のとおりである。 
（講習内容） 
・講義「メンタルヘルスの基礎知識」  精神科医師担当  60分 
・演習「傾聴法、リラクゼーション法」 臨床心理士担当  60分    合計 120分 
 
（参加状況） 

年度 実施回数 参加者数 登録店舗
 
平成 22年度 3回 143人 114店舗 
平成 23年度 4回 114人 92店舗 
        合  計 257人 206店舗 

 
② 登録 
メンタルヘルスサポート協力店のステッカーを配布し、店舗に貼付する。 

 
③活動の内容 
・お客さんに対して髪をカットしながら、会話等を通して疲れを癒す。 
・顔色が悪い方や不安、悩みがある人には、必要に応じて関係機関を紹介する。 
・待ち時間に読めるメンタルヘルスについての冊子を展示し情報提供を行う。  

 
④フォーローアップ研修 
 登録された協力店に対し、継続的にフォーローアップ研修を行う。 
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メンタルヘルスサポート協力店のイメージ                      
 
 
 
 
 
 

 
                                            
    
                                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協力店の条件：市民が定期的に利用し、店員がその変化(表情や体格の変化等)に気づく程度の親密度がある。 
          店員がマッサージや接客等を行なう中で自然な会話がある。 
          お店を利用することそのものに、リフレッシュ感やリラクゼーション感がある。 
          雑誌を読んだりする適度の待ち時間がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       募集から登録まで 
 
 
理容院・美容院等     ストレスについて  
               傾聴法 

組合等を通
して募集 講習会参加 登録  

白いものが増
えてきました
が最近どうで
すか？ 

仕事が忙し
くて疲れて
いるの！ 

あら、夫の症
状と似てい
るわ 

(サービス提供) 
マッサージや接客の会話

の中で日常のストレスにつ
いて会話 

(情報提供) 
リーフレット等
の配置 

        保健所など 
お客さんが自ら情報を得て相談したり、必要な場面に応じ

メンタルサポート協力店がつなぐ  

ステッ カー

メンタルヘルスサポート協力店 
 のマークのお店 500 店舗予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    

 
 
 
 
 
 
〔事業実施に当たっての運営体制等〕 
 事業の実施は、富山市が行い、受講の呼びかけについては、理容・美容組合との連携を行った。
 
〔事業の成果、工夫をした点、その他特筆すべき点〕 
こころの健康に対する理解者であるゲートキーパーは、いろいろな立場や関係機関の人になって

いただくことが大切であるが、今回の事業では、地域の中で誰もがなじみのある“場所”“人”に着
眼することで、市民の生活により近いところで広げることができている。また、マスコミなどに取
り上げられるなどの反響があり、取り組みを知ったお客さんも多くいる。参加者からは、接客の中
で、心の健康に関する話題を気軽にできるようになり、接客の上での変化があったとの声が聞かれ
た。 
内容については、講師と何度も相談し、気軽に受講できる内容、時間数を検討した。 
養成にあたっては、こころの健康づくりに関して理解を得るため、平成２２年は、理容・美容組

合を中心に養成を行った。案内ちらしは、組合を通して配布した。 
初年度は、組合に事業目的や内容を説明し理解を得て、組合より案内を回覧してもらい、心の健

康に関心のある理容師、美容師の参加があったが、２年目である平成２３年度は、組合からの回覧
とともに保健所職員が直接、市内の理容院・美容院を訪問し、講習の案内を行った。また、理容・
美容組合に加入していないお店にも講習の案内を行った。 
 

（問合せ先）富山市福祉保健部保健所保健予防課  
TEL:076-428-1152  
E-mail:hokenjyoyobo-01@toyama.city.lg.jp        
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静岡県の自殺者数の年次変化：男性（年齢別）
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働き盛りのうつ自殺予防対策「富士モデル事業」【静岡県】 

（実施主体）静岡県精神保健福祉センター （基金事業メニュー）普及啓発事業・人材養成事業
（実施期間）平成 17年度～ （実績額）平成 23年度 23,494千円 
 
〔事業の背景・必要性・目的〕 
静岡県における自殺者数は、全国と同様に平成 10年から急増後 800人前後で推移しており、特に

50歳代をピークとした中高年男性の自殺者が急増していた。そこで、自殺死亡率の上昇が深刻化し
ている働き盛り男性をターゲットとしたうつ・自殺予防対策を確立するため、製紙業が盛んで労働
力人口の多い産業都市である富士市をモデル地区として、「富士モデル事業」を平成 18 年度から開
始した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔事業の内容〕 
富士モデル事業は、自殺と関係の深いうつ病の早期発見・早期治療システムの構築にあたり、う

つ病の身体症状、特に不眠症状に着目している点が大きな特徴となっている。具体的には、不眠の
症状からうつ病の気づきを促す「睡眠キャンペーン」と、不眠が継続している働き盛り世代男性を
かかりつけ医・産業医から必要に応じて精神科医へとつなげる「紹介システム」の２本の柱から成
り立っている。 
 
〔事業実施に当たっての運営体制等〕 
 平成 17年度から「働き盛りのメンタルヘルス日本一をめざして」をスローガンに、精神保健福祉
センター内で検討を重ね、富士市医師会、富士市、富士労働基準監督署、富士保健所等の関係機関
と連絡調整を図りながら事業の実施を進めてきた。 
＜睡眠キャンペーン＞ 
精神保健福祉センターが事務局となり、富士市（健康対策課・障害福祉課）、富士労働基準監督署、

富士保健所（福祉課・医療健康課）、県庁精神保健福祉担当課、司法書士で構成されている「うつ・
自殺対策業務連絡会」（1 回/月）で、効果的な睡眠キャンペーンに向けて意見交換しながら推進し
てきた。平成 22年度からは、富士市主催の「事業連絡会」として、継続されている。 
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